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平成２４年第３回川本町議会定例会会議録
（第１日目）平成２４年 ９月 ７日 午前９時３０分開議

議 長 おはようございます。

定刻となりましたので、これより定例会を開催致します。

本日、平成２４年第３回川本町議会定例会が招集されましたところ、ご多

忙の中、ご出席を賜り誠にありがとうございました。

只今の出席議員数は９名であります。定足数に達しておりますので、会議

は成立致しました。

々 これより、平成２４年第３回川本町議会定例会を開会致します。

ただちに、本日の会議を開きます。

本日の議事日程は、お手元に配布しているとおりでございます。

々 日程第１ 「会議録署名議員の指名」を行います。、

会議録署名議員は、会議規則第１１７条の規定により議長において、７番

瀬上議員、８番圓山議員を指名致します。

々 日程第２ 「会期の決定」の件を議題と致します。、

本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会において協議されておりま

す。

、 「 」（ ）その結果につきましては お手元に配布しております 審議予定表 案

のとおり、本日７日から１３日までの７日間とし、本日は、諸般の報告、町

長の行政報告、議案の提案及び提案理由の説明、全体審議、質疑を行います

が、質疑は各会計決算認定議案を除きました全議案であります。

々 次に、決算特別委員会を設置し、これに審査並びに調査を付託し、本日７

日から１１日までの３日間の審査予定と致しております。

々 また、本日は、本会議終了後、引き続いて全員協議会、決算特別委員会を

開催し、その後、議会運営委員会を開く予定と致しております。

々 １０日は、決算特別委員会に続いて委員会付託した「陳情の継続審査」の

ための総務教民常任委員会を開催し、１２日は本会議を開き、一般質問を行

います。本会議終了後、議会運営委員会を開催することと致しております。

なお、一般質問の通告期限は、本日の午後１時までとしますので申し上げ

ておきます。

々 １３日の最終日は、午前９時３０分より本会議を開いて、全体審議で討論
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議 長 を行い、採決とする予定と致しております。

、 （ ） 、 。々 以上 この予定 案 のとおり決定することに ご異議はございませんか

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。

よって、本定例会の会期は、本日７日から１３日までの７日間とすること

に決定致しました。

々 日程第３ 「諸般の報告」を行います。、

議長としての報告事項は、お手元に配布しております「議長報告、議員派

遣」のとおりでございますので、ご覧いただきたいと思います。

々 日程第４ 「町長行政報告」を行います。番外三宅町長。、

番外 皆さん、おはようございます。平成２４年第３回定例町議会を招集致しま

三宅町長 したところ、議員の皆様には万障お繰り合わせでご出席を賜り誠にありがと

うございます。開会にあたり諸議案の説明に先立ちまして諸般の事項につき

ましてご報告申し上げます。

、 、平素は町政の運営につきまして 町民の皆様をはじめ町議会議員の皆様に

ご指導、ご協力をいただいておりますことを厚く御礼申し上げます。

町長として、６ヶ月余りが過ぎました。目指すところはまだまだ先でござ

いますが、情報の共有、コミュニケーション、現場、この３つを基本姿勢に

して、政策を展開してまいります。なお、一層のご協力をお願いする次第で

ございます。

気になる国政の動向でございますが、６年間に６人の総理大臣が代わり、

野田内閣は発足してからちょうど１年になります。民主党のマニュフェスト

、 、 、 、の目玉対策がすべて見直し また廃止され 政局は一層 混迷を深めており

いつ衆議院解散が行われるかわからない状況であります。

このような状況にありましても、町政を預かる私といたしましては、国、

県の動向を的確に見極め、町民の皆様の声に耳を傾け、町民本位の町政運営

に心掛けなければならないという思いを新たにしております。

々 次に、第５次総合計画についてであります。

平成２４年度から３３年度までの１０年間の町づくりの指針となる「第５

次川本町総合計画」を策定いたしました。この計画では、私たちが目指す町

の将来像を『つながりとぬくもりの中で豊かに暮らせるまち』と掲げ、小さ

な町だからできる強みを発揮し、魅力あふれる町づくりを展開してまいりた

いと決意しております。

これからの本格的な台風シーズンとなります。災害に対する備えをしっか

りしなければならないと考えております。
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番外 第二四半期は、１年の半分ということでございまして、それぞれの課で掲

三宅町長 げた目標、事業の進捗状況等をしっかりと把握して下半期に向かうよう、指

示したところでございます。

々 それでは総務課関係から、ご報告いたします。

はじめに、災害時相互応援協定の締結について申し上げます。

東日本大震災以降、災害時の応急・復旧活動等に関する人的、物的支援に

ついて、自治体の枠を超えた広域連携の必要性が注目され、相互応援協定等

の取り組みが進んでおります。

本町におきましても、姉妹都市縁組２５周年を迎えた広島県坂町と相互協

定を結ぶこととし、締結式を１１月４日の川本町産業祭で行います。

協定の内容は、町職員の派遣をはじめ、食料品や日用品など物資の提供、

被災者の一次受け入れなどを予定しております。

々 次に、平成２３年度の普通会計支出額は、３８億４，４０６万８千円で、

２２年度決算額４８億３，７７７万９千円に比べ、２０．５％減少しており

ます。

要因としましては、２２年度に取り組んだ地域情報通信基盤整備事業や、

国の経済対策による臨時交付金事業が終了したことにより、歳入歳出とも大

幅に減少したためであります。

実質収支額は、３，００６万５千円の黒字となり、財政調整基金積立金等

を加えた実質単年度収支は１，２６４万円となりました。

基金につきましては、特定目的基金２，６９８万９千円を各基金の目的に

沿って取り崩しましたが、財政調整基金や減債基金等に総額２億４，８２４

万８千円を積み立て、２３年度末の基金残高は１４億５，００５万３千円と

なりました。

積立金の主な財源には、財政健全化の取り組みによる歳出圧縮と、歳入の

大部分を占める地方交付税が堅調に交付されたことによる余剰金を充ててお

ります。

財政構造の弾力性を示す経常収支比率は 、地方交付税など経常経費に充、

当できる収入が１億８００万円減額となったため、前年度より３．１ポイン

ト増の９４．６％になりました。

町村においては７０％程度が望ましいとされていますが、依然として９０

％以上の危険ラインであり、財政構造の硬直化が続いております。

、 、 ． ．町債に関する指標は 公債費比率が 前年度より０ ２ポイント増の１３

１％、起債制限比率が２．８ポイント増の６．９％となっています。いずれ

の指数も、公債費負担額は減少しているものの、算出に当たり分母となる地

方交付税の減少が影響しております。

々 次に、平成２３年度財政健全化判断比率でございます。
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番外 財政健全化を判断する４指標につきましては、一般会計の赤字比率を示す

三宅町長 「実質赤字比率」は黒字決算であるため、比率は生じておりません。

一般会計に水道や集落排水など特別会計を含めた赤字比率を示す「連結実

質赤字比率」も黒字決算であるため、比率は生じておりません。

一般会計の元利償還金のほか、一般会計から公営企業会計への元利償還金

に対する繰出金や、事務組合への公債費の負担金なども含めた公債費の財政

規模に占める割合を示す「実質公債費比率」は、前年度より０．９ポイント

増の１８．３％で、警戒ラインの１８％を上回っております。これは、平成

１８年度、１９年度に行った起債繰上償還の効果がなくなったことが影響し

ております。

地方債の現在高など、町が将来負担すべき実質的な負債の財政規模に占め

「 」 、 ． ．る割合を示す 将来負担比率 は 前年度より１２ １ポイント下がり５０

６％で、早期健全化基準の３５０％を大きく下回っています。

これらの４指標は、概ね良好ではありますが、経常収支比率は依然として

高水準であり、引き続き、財政健全化に取り組んでまいります。

々 次に、普通交付税の算定結果でございます。

平成２４年度普通交付税の算定結果及び臨時財政対策債の発行額について

申し上げます。

普通交付税につきましては、１７億６４７万９千円で、対前年比３．８％

減、６，７２１万９千円の減額となりました。

また、臨時財政対策債の発行額は、１億１，５１０万円となり、対前年比

５．７％減、７００万円の減額となりました。

普通交付税と臨時財政対策債を合わせると、１８億２，１５７万９千円と

なり、対前年比３．９％減、７，４２１万９千円の減額で、県内平均０．１

％減に比べ、減額幅は大きく、対前年度比でみた減少率は、県内１９市町村

で３番目となっております。

減額の要因としましては、８年度に借入れを行った一般廃棄物処理施設の

起債償還が終了し、交付税算出の基礎額となる元利償還金の額が減少したこ

とが影響しております。

なお、当初予算と比較した場合、普通交付税は１億６４７万９千円の増、

臨時財政対策債は２，１３０万円の増、合わせて１億２，７７７万９千円の

増となりました。

増額分につきましては、財政調整基金の取り崩し額５，７８９万６千円へ

の充当と、基金への積み立てを予定しております。

々 次に、三江線利用促進についてでございます。

ＪＲ西日本米子支社・島根県・沿線６市町で構成する三江線活性化協議会

では、三江線の利用促進に向け、１０月から１２月まで 「三江線増便社会、

実験」を実施いたします。



- 5 -

番外 計画では、江津駅から三次駅までの全区間、鉄道に加え代替バスにより上

三宅町長 下１７便を増便し、列車と合わせて３４便の運行を行います。

期間中は、利用者の方への聞き取り調査等も行いながら、三江線への関心

や乗車の動機づけを促していくこととしております。

また、同期間中、ＪＲ西日本観光キャンペーンにあわせ「三江線・神楽特

別列車」の運行が予定されており、キャンペーン開始式が、１０月１日、Ｊ

Ｒ石見川本駅構内で開催されます。

々 次に、デマンド交通についてであります。

公共交通サービスとして、今年３月から実証運行を行っている「デマンド

型乗合タクシー」の利用人数は、７月末までの運行５１日間で１７０人の乗

、 。 、 、 、車があり １日の平均は３人以上となっています また 利用地区は 田窪

笹畑、尾原が多い状況にあります。

当初は、実証運行を９月末までの半年間とし、１０月からの本格運行を目

指しておりましたが、冬期の乗車実態やニーズを把握する必要があることか

ら、実証期間を今年度末までの１年間に延長し、来年度から本格運行を実施

してまいります。

々 次に、島根県消防操法大会についてでございます。

消防団員の資質や士気高揚、資機材に対する操作能力の向上を目的に、島

根県消防操法大会が８月５日、奥出雲町で開催され、川本町は第１、第２分

団混成チームが、小型ポンプの部に出場しました。

選手たちは５月から連日、各分団をはじめ消防署など関係機関の協力を得

ながら厳しい訓練を乗り越え、猛暑の中大健闘いたしました。

々 続いて、政策推進課関係でございます。先ず、第５次川本町総合計画につ

いてでございます。

昨年から策定作業を進めておりました「第５次川本町総合計画 （平成２」

４年度から３３年度）までのものであります。意見公募などを経て完成いた

しました。

計画では、３３年の目標人口を３，３００人とし 『医療福祉の充実 『雇、 』

用の場の確保 『居住空間の整備 『子供教育の充実』を、実現のための４』 』

本柱に据えています。

今定例会において、議員の皆様方へ説明させていただくとともに、今後、

住民の方々へ周知を図りながら、事業をスピード感を持って着実に推進して

まいります。

々 次に、同窓会助成・応援大使についてでございます。

今年度から、Ｕターンや定住促進に向けた新たな取り組みを進めていると

ころであります。
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番外 同窓会開催助成事業では、県外在住の町出身者が参加し町内で同窓会を開

三宅町長 催する場合、１団体あたり２万円を補助しております。これまでに、９団体

の方に利用していただきました。このうち、名簿登録していただいた県外在

住者の方には、空き家や定住施策など町の情報を定期的に発送し、Ｕターン

を促していきます。

また、川本町応援大使制度は、定住者の確保に向け、原則２年間、無償で

定住情報を発信したり、町への提案・助言をしていただくものであります。

、 、「 」 。現在 町出身者などを対象に 大使 を公募しているところであります

々 次に、ふるさと思いやり基金についてでございます。

平成２３年度ふるさと思いやり基金につきましては、１２件、４０１万円

の寄附をいただきました。２３年度は、小学校閉校委員会への補助などに４

、 、 。５７万９千円を活用し 年度末の残高は ６７４万５千円となっております

２４年度は、８月末現在、１０件、２６１万２千円の寄附をいただいてお

ります。

今後も、寄附をいただいた皆様の思いを大切にして有効に活用してまいり

ます。

々 続いて、産業振興課関係でございます。先ず、６次産業化についてでござ

います。

農業の維持・強化を図り、生産・加工・流通・販売を融合させた６次産業

化の推進は、本町の産業振興には不可欠であります。その第一段階として、

農商工に関わる民間経営体を中心に、現状や今後の戦略等について協議検討

の場を設けるとともに、セミナーや個別相談会、先進地視察等を計画してい

ます。

、 、また 地域資源の活用に向け研究活動や新たな商品開発・販路開拓などの

６次産業化に取り組む農林漁業者や事業者を対象に、補助金制度の創設も予

定しており、今定例会に予算計上しておりますので、ご審議のほどよろしく

お願いいたします。

々 次に、農業振興でございます。

担い手の高齢化や後継者不足、耕作放棄地が増加する中、集落や地域にお

いて、担い手と農地の問題を一体的に解決していくための指針「人・農地プ

ラン」を策定することとなりました。

川本町地域農業再生協議会が主体となり、８月には、集落営農組織や認定

農業者、地域の担い手の方などにご参加いただき座談会を開催し、また、農

業者の方を対象としたアンケート調査も実施したところであります。

今後さらに、話し合いを重ねながら、集落や地域ごとに持続可能な農業の

あり方を検討してまいります。
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番外 次に、弥山荘源泉掘削工事についてであります。

三宅町長 湯谷温泉・弥山荘は、４月のリニューアルオープン以降、源泉掛け流し風

呂や、つぼ湯など好評をいただき、連日、多くの方々にご利用いただいてお

ります。

魅力ある源泉の湯量を安定的に確保するため、今年度、弥山荘の付近で、

新たに源泉掘削を行います。

７月に県の温泉掘削許可を得て、８月下旬から掘削工事に着手しておりま

す。

々 次に、畜産振興でございます。

全国和牛能力共進会に出品する島根県代表最終選抜審査会が７月２７日、

、 、 、島根県中央家畜市場で開催され 若 雌牛の部に ＪＡ島根おおち管内代表
わかめすぎゆう

上田憲徳さん（川内）の『うめ８号』が、上位６位以内に入賞しました。
けんとく

畜産農家を取り巻く環境は、大変厳しい状況にありますが、優良牛の生産

は、飼育牛農家にとって励みになり、島根和牛ブランド化の推進に寄与する

ものと期待しております。

々 次に、林業振興でございます。

利用時期を迎えた森林を伐採し、安定供給していくため、今年度、田窪地

区に林業専用道（路網）を整備することとしております。８月に測量設計業

務委託の発注を終え、業務完了後、１０月には林業専用道８００ｍの工事を

発注する予定であります。

々 次に、観光・特産品振興についてであります。

「ええなぁまつりかわもと」を７月２８日に開催いたしました。好天に恵

、 、 、まれ 主会場の中央大通り特設ステージでは 町内外からの大勢の来場者に

神楽や江川太鼓、よさこい踊り、地芝居、吹奏楽の演奏などを楽しんでいた

。 、 、 、だきました また 江の川名物花火大会では 約２千発の花火が打ち上がり

夏の風情を満喫していただきました。

年内の予定は、１０月６日、７日に「輝けイレブン・しまね町村フェステ

ィバル （松江市 、１０月１３日、１４日に「神話博しまね・市町村デー」」 ）

（出雲市 、１０月２８日に「道の駅登録５周年記念イベント （道の駅か） 」

わもと 、１１月４日に「川本町産業祭 （中央大通り 、１１月１０日、１） 」 ）

１日に「坂町・川本町特産品フェア （広島県坂町 、１１月１８日に「近」 ）

畿島根県人会創立５０周年記念事業 （大阪市）となっております。」

町内外へ、特産品や観光ＰＲなど町の魅力を発信し、誘客や販路拡大につ

なげてまいります。

、 。 、 。々 続いて 地域整備課関係でございます 先ず 災害復旧事業でございます

、 、７月５日から７月７日に発生しました 梅雨前線豪雨災害につきましては
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番外 公共土木災害が３カ所で被害額９５０万円、農地、農業用施設災害が７カ所

三宅町長 で被害額１，５５０万円、林地崩壊防止対策事業が１カ所で被害額２７９万

円であります。９月から始まります災害査定を受け、国からの内示があり次

第発注していきたいと考えております。

補助災害の対象とならない小災害は、町単独災害復旧事業として８月に発

注しております。

また、地すべり区域内において発生した民家裏の土砂崩れ５カ所、裏山の

崩落１カ所につきましては、県において地すべり対策事業、治山事業で対応

していただくよう要望しているところでございます。

々 次に、治山事業についてでございます。

県の治山事業地区として、新たに、谷・中倉地区が事業採択され、今年度

から測量設計と一部工事の発注が予定されております。土地所有者や関係機

関のご理解とご協力を得ながら事業を進めてまいります。

々 続いて、健康福祉課関係でございます。先ず、児童手当についてでござい

ます。

平成２２年度に創設された、こども手当は、今年度から、児童手当に改正

されました。

改正された児童手当は、年収９６０万円を基準に所得制限が導入され、所

得制限限度額未満の方の場合、３歳未満が月額１５，０００円、３歳以上小

学校終了前の第１子及び第２子が月額１０，０００円、第３子以降が月額１

５，０００円、中学生が月額１０，０００円。また、所得制限限度額以上の

方の場合、子供一人につき、一律月額５，０００円となりました。

６月に、２月、３月分のこども手当と、４月、５月分の児童手当の支給を

行い、支給対象者は１８９人、対象児童数は２５９人。内訳は、３歳未満が

４６人、３歳以上の第１子及び第２子が１２７人、第３子以降が２７人、中

学生が５９人となっております。なお、所得制限は６月分から適用され、１

０月支給となります。

住民の方々への周知を図りながら、適切な事務処理に努めてまいります。

々 次に、高齢者福祉についてでございます。

本町の高齢化率は、７月末で４１．５％となり、昨年と比べ、０．４ポイ

ント増となっています。

９０歳以上の方は１６９人で、人口全体に占める割合は４．５％となり、

昨年と比べ３人、０．２ポイント増となっています。最高齢者は１０５歳の

方であります。

長寿を祝い、９０歳の方４２名、９５歳の方１０名、１００歳以上の方９

人へ、町から記念品を贈呈いたしました。

また、今年１００歳を迎えられる方３人へ、内閣総理大臣からの記念品を
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番外 伝達させていただきました。

三宅町長

々 次に、医療シンポジウムについてでございます。

医師をはじめとする医療従事者の不足など、地域医療を取り巻く環境の悪

、 。化は中山間地域全体の課題ですが 邑智郡においても深刻な状況であります

そこで、１１月３日、邑南町「元気館」で、邑智地域の医療を考える会主
げんきかん

催により、住民の方々とともに地域医療について考えるシンポジウムが開催

されます。後援は島根県・邑智郡３町・邑智郡医師会でございます。

々 続いて、住民課関係でございます。先ず、平成２３年度町税等の収納状況

について申し上げます。個人町民税の収納額は、現年度分が１億１，３１４

万６千円で、前年度比７１万３千円の増、収納率は９９．６９％で、前年度

比０．４５ポイント増。滞納繰越分を合わせた収納率は９７．８８％で、前

年度比１．０２ポイント増。２４年度への累計繰越額は２４８万７千円とな

っております。

固定資産税の収納額は、現年度分が１億６，０５５万２千円で、前年度比

、 ． 、 ． 。７７万９千円の増 収納率は９８ ２５％で 前年度比１ ３３ポイント増

滞納繰越分を合わせた収納率は９４．０５％で、前年度比６．３８ポイント

増。２４年度への累計繰越額は１，０５０万９千円となっております。

軽自動車税の収納額は、現年度分が９９３万３千円で、前年度比５万８千

円の減、収納率は９８．９０％で、前年度比０．３４ポイント減。滞納繰越

分を合わせた収納率は９７．７３％で、前年度比０．６６ポイント減。２４

年度への累計繰越額は２３万２千円となっております。

国民健康保険税の収納額は、現年度分が６，５６７万２千円で、前年度比

５４万５千円の減、収納率は９７．６８％で、前年度比０．４ポイント増。

滞納繰越分を合わせた収納率は８６．３６％で、前年度比１．６１ポイント

増。２４年度への累計繰越額は１，０７９万２千円となっております。

後期高齢者医療保険料の収納額は、３，１７４万８千円で、前年度比３６

万２千円の減、収納率は９９．８９％で、前年度比０．０１ポイント減。

滞納繰越分をあわせた収納率は２４年度への累計繰越額は３万４千円となっ

ております。

長引く景気の低迷や高齢者人口の増加などを要因として、新たな未納者が

発生するなど厳しい状況にありますが、税負担の公平性等の観点から、引き

続き、納税意識の高揚を図り、収納率の向上に努めてまいります。

々 次に、徴収担当職員相互併任についてでございます。

地方税の徴収率向上を目的に、１０月から１２月までの３カ月間 「島根、

県及び市町村徴収担当税務職員相互併任制度」に取り組みます。

この制度は、平成１８年度から実施され、本町では２２年度に続き２回目

で、職員の身分は、各々の派遣先で併任の辞令、町職員は県職員、県職員は
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番外 町職員を受けます。西部県民センター県央事務所（大田市）に配属され、県

三宅町長 税、町税の徴収や、差押え処分など滞納整理の実務研修を積むこととなって

います。県との協力体制を構築し、徴収実務の向上を図り、滞納の抑制につ

なげてまいります。

々 次に、笹畑クリーンセンターについてでございます。

邑智郡総合事務組合が運営している笹畑クリーンセンターの最終処分場

で、６月と８月に発生した遮水シート破損事案について、経緯と対応を報告

いたします。

、 、 、経緯でございますが 最終処分場は 平成１８年７月豪雨による地滑りで

全長５０ｍの遮水シートが処分場の中心部にずれたため、災害復旧工事を施

し、原形復旧を行いました。しかし、その後も遮水シートから微量の排水が

見られるため、電気探査等による場内調査や、目視確認のための掘削調査を

年次計画により進めておりました。

、 、これまでに確認されたシート破損は 二重遮水シートの上部であったため

汚水の外部流出は報告されておりません。

しかし、６月１６日に確認された２カ所のシート破損は、下部シートまで

達しており、地下水への影響が懸念されることから、焼却灰等の埋め立てを

中止し、県への事故報告を行い、公表に至ったものであります。

このため、事務組合では、遮水シート破損箇所の未調査区域を３工程に分

け、７月から、北側法面８６０㎡を掘削して目視確認調査を行った結果、８

月２０日に東側法面・上部シートの破損、翌２１日には北側法面・下部シー

トに達する破損が新たに確認されました。

、 。この新たな２カ所の破損に伴う汚水の外部流出は 報告されておりません

今後の対応としましては、破損したシートの修繕を行うとともに、下部破

損シート箇所の土壌検査を実施してまいります。

引き続き、汚水流出の有無を監視していく一方、遮水シートの安全性の確

保に努める所存であります。

々 続いて、教育課関係でございます。先ず、学校教育でございます。

平成２２年７月から２年間、小学校専属英語指導助手（ＡＬＴ）として勤

務していただいたジェニファー・モチヅキ・ドーンさん（アメリカ）の契約

が、７月に満了しました。

ジェニファーさんは、語学指導だけでなく、小学校統合準備にも積極的に

関わっていただきました。今後、広島市の女子サッカーチームの一員になる

ことが決まり、活躍を期待しております。

後任には、ミリセント・マレーネ・シュナーブルさん（アメリカ）が来日

し、小学校に勤務していただいております。

、 、 、 、 、また 先般 川本ライオンズクラブから 解散に伴い 小学校と中学校に

それぞれ４０万円の寄附をいただきました。
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番外 児童生徒の健全育成に向け、有効に活用させていただきます。

三宅町長

々 次に、社会教育でございます。

町民プールを、７月１４日から８月２６日まで開放し、利用者は延べ１，

００８人、前年度と比較すると１０８人、１２％の増となりました。

特に、８月１１日から１６日までの６日間には、３３２人の利用がありま

した。

、 、 、 。また 期間中 小学生以下の利用は ６割にあたる６２１人でありました

老朽化により利用を制限している町民体育館につきましては、改修工事の

検討を進めてまいりました。

島根中央高校野球部の室内練習をはじめ、小・中学校の野球教室、ペタン

ク球技など、幅広く利用していただくよう、人工芝や防球ネットの設置、照

明器具の増設、屋根の改修経費を今定例会に予算計上しておりますので、ご

審議をよろしくお願いいたします。

々 次に、文化振興についてでございます。

ふるさと会館の催し物につきましては、会館が所有するピアノ『スタイン

ウェイ』を、一般の方々に気軽に弾いていただく演奏会「私の弾くスタイン

ウェイ」を１０月７日に開催いたします。今年で４回目となり、県内外から

多くの方々に参加していただけるものと期待しております。

１０月１４日は、落語家の笑 福 亭仁鶴、漫才師のオール阪神巨人などに
しょうふくていに か く

、 、 「 」。よる演芸 町民参加のトークショー 演劇など多彩な 宝くじワクワク劇場

１０月２０日は、６人のプロの演奏家がクラシックの名曲を演奏する、Ｎ

ＨＫ－ＦＭラジオ「ベスト・オブ・クラシック」の公開収録が行われます。

多くの方々にご来場いただくよう、周知してまいります。

々 最後に、提出議案等でございます。

、 、 。今定例会に提案しました案件は 予算案件５件 決算案件７件であります

後ほど、副町長並びに担当課長から、これらの説明をさせますので、慎重

なご審議をいただき、適切な議決を賜りますようお願い申し上げまして、行

政報告とさせていただきます。

議 長 以上で 「町長行政報告」を終わります。、

々 お諮り致します。

この際、日程第５「議案第５９号、平成２４年度川本町一般会計補正予算

（第３号 」から、日程第１６「議案第７０号、平成２３年度川本町地域情）

報通信事業特別会計歳入歳出決算認定について」までを一括議題にしたいと

思いますが、これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「
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議 長 異議なしと認めます。

よって、そのように「決定」致しました。

々 執行部から、議案ごとに順次提案理由の説明を求めますが、今議会におき

ましては、事務局長並びに提案者からの議案書の朗読は省略致します。

々 それでは執行部から、議案ごとに順次提案理由の説明を求めます。

々 先ずはじめに、日程第５「議案第５９号」について説明を求めます。

番外東間総務課長。

番外東間総 それでは「議案第５９号」について、ご説明申し上げます。

務課長 本議案は平成２４年度川本町一般会計補正予算（第３号）で、歳入歳出それ

ぞれ１０２，９０６千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ

， ， 。 。３ ４２８ ４１１千円とするものであります ２１ページをお開き下さい

始めに歳出ですが、総務費の悠邑ふるさと会館修繕１，１５０千円であり

ますが、ふるさと会館の大ホール、マルチホールの空調機の修繕、誘導灯バ

ッテリーの交換等の経費であります。

民生費の後期高齢者医療特別会計繰出金４，８６５千円は、平成２３年度

後期高齢者医療給付費の追加負担金であります。この結果、平成２３年度は

８３，２６０千円となり、対前年度比１１．８％、８，８２５千円の増とな

りました。

次に、障害者自立支援特別対策事業２，１４０千円の減ですが、事業メニ

ューの見直しがあり、当初予算で計上しておりました事業のうち、オフトメ

イト対応トイレの設置等が廃止された為、減額しております。

次に、子ども手当２３，８８０千円の減、児童手当２９，７７５千円です

が、これは児童手当法の一部を改正する法律が平成２４年４月１日に改正さ

れた事に伴い、それぞれ増減額しております。

衛生費の飲料水供給施設設置奨励金８３７千円は、三大字集会所水道設備

事業費の増に伴い増額するものであります。

ポリオ予防接種６１４千円は、平成２４年９月から経口生ワクチンの接種

から注射による不活化ポリオワクチンに移行する為、増額するものでありま

す。

農林水産業費の６次産業化推進事業６４３千円は、６次産業化のネットワ

、 、 、 。ークの構築 研修会 先進地視察 ６次産業化推進補助金の経費であります

担い手アクションサポート事業補助金２５０千円は、集落営農組織や認定

農家、地域の担い手の経営強化育成の為、研修会等の経費を川本町地域農業

再生協議会へ助成するものであります。

指定管理者管理施設修繕負担金１，０４９千円ですが、弥山荘、笹遊里、

インフォメーションセンターの修繕費で、弥山荘はミストサウナ循環ポンプ
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番外東間総 の取替。笹遊里はコテージの給湯器の取替、ビニールハウスのビニールの張

務課長 替。インフォメーションセンターは冷温水器ポンプの取替経費であります。

牧草・稲わら収集梱包機購入助成２８８千円は、三原地区構築連携組合が

購入する自走小型ロールベーラーの助成金であります。財源は県の新農林水

産がんばる地域応援総合事業補助金で補助率は３分の１であります。

林内路網整備委託３１，８５５千円の減、林業専用道路設置工事１６，８５

６千円は、当初予算では一括委託費に計上しておりましたが、林業専用道路

田窪線ですが、この改設事業を委託費から工事費に組み替え、又、工事延長

を１４００メートルから８００メーターに変更するものであります。

商工費、町観光協会補助３４４千円は１０月１３日から１４日に行われる

神話博しまね市町村デーの出店団体への宿泊助成。１０月から１２月の３ヶ

月間ＪＲ西日本観光キャンペーンにあわせて行います三江線神楽特別列車の

経費、又、１１月１８日の近畿県人会創立５０周年記念事業の出店団体等へ

の旅費等の助成であります。

次に土木費ですが、県道仁摩邑南線県単道路工事町負担金２，２５０千円

ですが、これは矢谷の芋畑口バス停下の上田宅から大畑宅まで９５メートル

の拡幅工事の負担金であります。尚、負担率は１５％であります。

教育費、中学校耐震補強工事６，０８０千円は中学校特別教室等の補強設

計判定に伴い増額するものであります。小中学校エアコン設置工事３，６８

５千円の減ですが入札差金を減額するものであります。町民体育館改修工事

２８，４４５千円は体育館の屋根・屋内の改修工事費であります。音戯館指

、 、 、定管理者施設修繕負担金８７１千円は 音戯館のプール事務室と更衣室 又

事務室のエアコン室外機の取替経費であります。

次に災害復旧費ですが７月５日から７日の梅雨前線豪雨災害に伴う工事費

で現年農地災害３箇所、現年農業用施設災害４箇所、現年公共土木施設災害

３箇所であります。

２０ページをお開き下さい。歳入ですが個人町民税５，１０９千円の減で

すが、これは転出等により給与所得が大きく減少したものであります。固定

資産税３，９７７千円の減ですが、課税標準額を本年度分で算定したところ

土地につきましては地籍調査により増加したものの、建物が評価替えに伴い

減少した為、減額するものであります。普通交付税１０６，４７９千円は普

通交付税の確定に伴い増額するものであります。平成２４年度の普通交付税

の額は１７億６４７万９千円で対前年度比３．８％の減、６７ ２１９千円,
の減額となりました。

、 、次に分担金及び負担金ですが 現年農地災害復旧事業費分担金２００千円

現年農業用施設災害復旧事業費分担金５７５千円は７月災害の分担金で負担

率は５％であります。

国庫支出金、学校施設環境改善交付金１３，５７８千円は小中学校の耐震

補強工事、エアコン設置工事の事業費確定に伴い増額するものであります。

尚、補助率は小中学校の耐震補強工事は２分の１、小中学校エアコン設置工
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番外東間総 事は３分の１であります。

務課長 現年公共土木施設災害復旧費負担金６，３３６千円は、７月災害復旧費の

負担金で補助率は６６．７％であります。

循環型社会形成推進交付金１，１０７千円は、合併処理浄化槽設置の交付

金であります。これが５人槽が１０基追加交付された為、増額するものであ

ります。

県支出金、現年農業用施設災害復旧事業補助金７，４７５千円、現年農地

災害復旧事業費２，０００千円は７月災害の復旧の補助金で、補助率は施設

災害が６５％、農地災害は５０％であります。

森林整備加速化・林業再生事業補助金１５，０００千円の減は、林業専用

道田窪線ですが、この事業費変更に伴い減額するものであります。

繰入金、財政調整基金５７，８９６千円の減ですが、当初、繰入を予定し

ておりましたが普通交付税の額に伴い繰入を取り止めるものであります。

町債につきましては２２ページをお開き下さい。合併処理浄化槽設置事業

３，３００千円の減ですが、これは国庫交付金増額に伴いまして減額してお

ります。

学校教育施設等整備事業１５，４００千円の減ですが、川本小学校、川本

中学校の耐震補強事業の事業費及び国の交付金が確定した為、減額しており

ます。尚、当初、過疎債を予定しておりましたが緊急防災減債事業債に振り

。 、 、替えております 川本小学校 川本中学校のエアコン設置工事でありますが

これも事業費及び国の交付金が確定した為、減額しております。尚、川本中

学校は当初、過疎債を予定をしておりましたが、緊急防災減債事業債に振り

替えております。

緊急防災減債事業債の交付税の参入率ですが、過疎債と同じく７０％であ

ります。

次に災害復旧事業債８，９００千円ですが、７月５日から７日の梅雨前線

豪雨災害に伴う農地農業用施設、公共土木災害を追加するものであります。

臨時財政対策債２１，３００千円は発行額確定に伴い増額するものであり

ます。

今年度の地方債発行額は３１２，５００千円となり、臨時財政対策債を除

いた地方債発行額は１９７，４００千円となります。尚、今年度の地方債の

償還元金ですが４７８，９０４千円であります。

次に、基金の状況ですが、今回の補正で財政調整基金５７，８９６千円の

取り崩しを取り止め、新たに減債基金に３０，９００千円を積み立てし、平

成２４年度末の財政調整基金、減債基金、特定目的基金の合計額は１，４６

２，８４３千円の見込みとなります。

以上、ご審議のほどよろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第６「議案第６０号」から、日程第７「議案第６１号」につい

て説明を求めます。
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議 長 番外木村健康福祉課長。

番外木村健 議案第６０号 平成２４年度川本町国民健康保険事業特別会計補正予算 第「 、 （

康福祉課長 ２号 」について説明を申し上げます。補正する額は歳入歳出それぞれ９，）

１５４千円を追加し、総額を５６１，９２３千円とするものでございます。

最終ページの資料をお開き下さいませ。今回の補正につきましては、平成２

３年度の決算及び平成２４年度の税率改正等に伴うものでございます。

先ず歳出でございますが、保健事業特定保健検査等の事業でございますが、

特定健診の勧奨用をするために補正をしております５８千円でございます。

それから基金積立としまして昨年度の２３年度分の繰越金の２分の１という

事で６６１千円を補正をしております。

それと諸支出金としまして償還金でございますが、退職療養給付費の返還金

の、それから国庫の療養給付費、特定健診費、それから出産一時金。それか

ら県の返還金としまして特定健診費の返還金でございます。これを合わせま

して８，４３５千円、合計で９，１５４千円でございます。

歳入としましては国民健康保険税でございますが、これは７月の本算定に

よりまして５，３０１千円の増でございます。

それと療養給付費交付金でございます、これは療養給付費交付金としまし

て退職医療に関するものでございまして８５８千円の増。それから繰越金と

しまして平成２３年度の繰越金を１，３２１千円。それから繰入金としまし

て基金の取り崩しを１，６７４千円を行いまして、合計が９，１５４千円で

ございます。以上、ご審議のほどよろしくお願い致します。

々 続きまして「議案第６１号、平成２４年度川本町後期高齢者医療特別会計

補正予算（第１号 」について説明を申し上げます。補正する額は歳入歳出）

それぞれ６，８９３千円を追加しまして、総額をそれぞれ１４６，３９０千

円とするものでございます。最終ページの資料をお開き下さい。後期高齢に

つきましても今回の補正は２３年度の決算と２４年度の保険料改定等に伴う

ものでございます。先ず歳入でございますが、後期高齢者医療の保険料でご

ざいます。本算定に伴いまして特別徴収が１４８千円、普通徴収が１，８４

６千円。過年分の滞納繰越としまして３４千円を計上しております。それと

繰入金としまして一般会計の繰入金でございますが、歳出の方で説明を致し

ます２３年度分の療養給付費の負担金という事で４，８６５千円、合わせま

して６，８９３千円でございます。歳出としましては広域連合への納付金で

ございまして２３年度の療養給付金の返還金、それと本算定の賦課に伴いま

す保険料の増額分の合わせまして６，８９３千円でございます。以上、ご審

議のほどよろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第８「議案第６２号」から、日程第９「議案第６３号」につい

て説明を求めます。
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議 長 番外長田地域整備課長。

番外長田地 それでは「議案第６２号、平成２４年度川本町簡易水道事業特別会計補正

域整備課長 予算（第２号 」について、ご説明申し上げます。今回の補正につきまして）

は歳入歳出予算の補正と致しまして、歳入歳出それぞれ１，４９０千円を追

加し、総額を２６３，５２６千円とするものでございます。内容につきまし

ては７ページに資料を付けておりますので、そちらをご覧いただきたいと思

います。先ず歳出でございますが、建設改良費の工事費と致しまして笹畑取

水井水位計取替、田窪地内給水管本設、及び因原若者定住住宅前消火栓新設

に伴う工事費の合計額が１，８７３千円。基金積立金は前年度繰越金に伴う

積立金４７千円と、工事費の増による積立額４３０千円の減額による差引で

、 ， 。３８３千円の減額となり 歳出の合計額が１ ４９０千円となっております

続いて歳入でございますが、県道改良工事に伴う移転補償工事負担金が８６

３千円、水道事業基金からの繰入金が５３４千円、前年度繰越金が９３千円

となり、歳入の合計額が１，４９０千円となっております。以上でございま

すので、ご審議のほどよろしくお願い致します。

々 続きまして「議案第６３号、平成２４年度川本町農業集落排水処理事業特

別会計補正予算（第１号 」について、ご説明申し上げます。歳入歳出予算）

の補正と致しまして、歳入歳出それぞれ１，６７９千円を追加し、総額を９

４，９７８千円とするものでございます。内容につきましては７ページに資

料を付けておりますので、そちらをご覧いただきたいと思います。先ず歳出

、 、 、でございますが 集落排水処理場脱臭ファン 県道のマンホール周りの舗装

中継ポンプ場無線機修繕に伴う修繕費の合計額が１，６７９千円となってお

ります。

続いて歳入でございますが、修繕費の増によります一般会計からの繰入金

が１０４千円、基幹設備の修繕費に伴う事業基金からの繰入金が１，５７５

、 ， 。 。千円 合計致しまして１ ６７９千円となっております 以上でございます

ご審議のほどよろしくお願い致します。

議 長 次に、日程第１０「議案第６４号」から、日程第１６「議案第７０号」に

ついて説明を求めます。

番外城納会計室長。

「 」 「 」 、 。番外城納会 議案第６４号 から 議案第７０号 について 一括ご説明申し上げます

計室長 本議案は平成２３年度川本町一般会計及び特別会計の歳入歳出決算で地方自

治法第２３３条第３項の規定によりまして、監査委員の意見を付し議会の承

認を求めるものでございます。

「議案第６４号、平成２３年度川本町一般会計歳入歳出決算認定について」

であります。決算書の４ページをお開き下さい。先ず歳入でございます。調
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番外城納会 定額３，８９１，３２８，０４１円に対しまして、収入済額３，８４８，４

， 。 ， ，計室長 ９７ ０８３円となっております 不納欠損額につきましては１１ ８５３

、 ， ， 。７２４円 収入未済額については３０ ９７７ ２３４円となっております

。 、 ，続きまして７ページをお開き下さい 歳出でございますが 支出済額は３

８１１，１１３，６９４円。翌年度繰越額は１４，５１８，０００円。不用

額は３７，５７１，３０６円となっております。

。 。続きまして８ページをお開き下さい 実質収支に関する調書でございます

歳入歳出差引額は３７，３８３，３８９円、翌年度に繰越すべき財源と致し

まして繰越明許費、繰越額７，３１８，０００円を差し引いた実質収支額は

３０，０６５，３８９円であり、この金額が準繰越金となります。

々 続きまして「議案第６５号、平成２３年度川本町国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算認定について」であります。決算書の２ページをお開き下さ

い。歳入でございます。調定額５３７，８３９，７７７円に対しまして、収

入済額５２６，７４０，６９６円となっております。不納欠損額につきまし

ては３０６，９１０円、収入未済額については１０，７９２，１７１円とな

っております。

続きまして４ページをお開き下さい。歳出でございます。支出済額は５２

５，４１８，９８２円、不用額は３，３４３，０１８円となっております。

。 。続きまして６ページをお開き下さい 実質収支に関する調書でございます

歳入歳出差引額１，３２１，７１４円で翌年度へ繰越すべき財源はございま

せんので、実質収支額は１，３２１，７１４円となっております。

々 続きまして「議案第６６号、平成２３年度川本町後期高齢者医療特別会計

」 。 。歳入歳出決算認定について であります 決算書の１ページをお開き下さい

歳入でございます。調定額１３７，２２８，９４０円に対しまして、収入済

額１３７，１９４，７２０円、収入未済額については３４，２２０円となっ

ております。

続きまして２ページをお開き下さい。歳出でございます。支出済額は１３

７，１９４，７２０円、不用額は１９８，２８０円となっております。

。 。続きまして３ページをお開き下さい 実質収支に関する調書でございます

歳入歳出差引額０円が実質収支額となります。

々 続きまして「議案第６７号、平成２３年度川本町簡易水道事業特別会計歳

入歳出決算認定について」であります。決算書の２ページをお開き下さい。

歳入でございます。調定額１９１，６９４，９２１円に対しまして、収入済

額１９１，４３６，６０８円、収入未済額については２５８，３１３円とな

っております。

続きまして３ページをお開き下さい。歳出でございます。支出済額は１９

１，３４３，０８４円、不用額は４８５，９１６円となっております。
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。 。番外城納会 続きまして４ページをお開き下さい 実質収支に関する調書でございます

計室長 歳入歳出差引額９３，５２４円で、翌年度へ繰越すべき財源はございません

ので実質収支額は９３，５２４円となっております。

々 続きまして「議案第６８号、平成２３年度川本町農業集落排水処理事業特

別会計歳入歳出決算認定について」であります。決算書の１ページをお開き

。 。 ， ， 、下さい 歳入でございます 調定額１０２ ６６７ ４１９円に対しまして

， ， 、 。収入済額は同額の１０２ ６６７ ４１９円で 収入未済額はございません

続きまして２ページをお開き下さい。歳出でございます。支出済額は１０

２，６６７，４１９円で不用額は５，５８１円となっております。

３ページ実質収支に関する調書でございます。歳入歳出差引額０円が実質

収支額となります。

々 続きまして「議案第６９号、平成２３年度川本町住宅新築資金等貸付事業

特別会計歳入歳出決算認定について」であります。決算書の１ページをお開

き下さい。歳入でございます。調定額３，１８４，１２５円に対しまして収

入済額５０，０００円、収入未済額については３，１３４，１２５円となっ

ております。

。 。 ，続きまして２ページをお開き下さい 歳出でございます 支出済額は５０

０００円。不用額は１０，０００円となっております。

３ページ実質収支に関する調書でございます。歳入歳出差引額０円が実質

の収支額でございます。

々 続きまして「議案第７０号、平成２３年度川本町地域情報通信事業特別会

計歳入歳出決算認定について」であります。決算書の１ページをお開き下さ

い。歳入でございます。調定額５３，９１０，２２３円に対しまして、収入

済額５３，８２３，７２３円、収入未済額については８６，５００円となっ

ております。

。 。 ，続きまして２ページをお開き下さい 歳出でございます 支出済額は５３

８２３，７２３円、不用額は１，１７０，２７７円となっております。

。 。続きまして３ページをお開き下さい 実質収支に関する調書でございます

歳入歳出差引額０円が実質収支額となります。

以上が、平成２３年度一般会計及び特別会計の歳入歳出の決算額でありま

す。財産に関する事項につきましては「議案第６４号」の後に公有財産、物

品、債権、基金ごとの調書のとおり平成２３年度中におきます増減明細を、

又、普通会計決算状況、健全化判断比率、資金不足比率、予算執行の実績、

主要施策の成果を添付しております。歳入歳出決算審査の意見書でございま

すが 「議案第７０号」の後に添付してございますので、ご確認をお願い致、

します。詳細につきましては後ほど決算特別委員会においてご説明をさせて

いただきます。以上、平成２３年度川本町一般会計及び特別会計の歳入歳出
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番外城納会 決算についての、ご説明とさせていただきます。ご審議賜り原案どおり認定

計室長 していただきますようよろしくお願い致します。

議 長 次に「決算審査意見書の報告」についてですが、議員各位におかれまして

は既に熟読されていると思いますので、監査委員さんからの朗読は、本日、

省略と致しますので、ご了承願います。

々 これより全体審議、質疑を行いますが、ここで暫時休憩を致します。

。 （ ）１０時５５分より会議を再開致します 午前１０時４４分

。 （ ）々 会議を再開致します 午前１０時５５分

これより全体審議、質疑を行います。

ただいまより全員協議会に切り替えます。

（全員協議会へ切り替え・・・議案第５９号から議案第７０号までを全員協

議会として審議・質疑）

。 （ ）々 これより本会議を再開いたします 午前１１時０２分

日程第１７「決算特別委員会設置・調査付託・委員選任について」の件を

議題と致します。

々 お諮り致します。

「 」 「 」 、お手元に配布してある 議案第６４号 から 議案第７０号 に関しては

あらかじめ議会運営委員会において協議されております。９人の委員で構成

する「決算特別委員会」を設置し、これに平成２３年度一般会計及び特別会

計の決算に関する審査並びに調査を付託のうえ、調査が終了するまで、議会

閉会中も継続して調査をする事が出来ることに致したいと思いますが、ご異

議ありませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。よって本件については、９人の委員で構成する「決算

特別委員会」を設置し、これに付託して、調査することに「決定」致しまし

た。

々 それでは、ただいま設置されました決算特別委員会の委員の選任につきま

しては、委員会条例第５条第１項の規定により、議員全員を指名したいと思

いますが、これにご異議ございませんか。

（ 異議なし」の声あり）「

異議なしと認めます。よって、そのように「決定」致しました。

々 次に、委員会の正副委員長につきましては、予め協議されておりますとお



- 20 -

議 長 り、委員長に８番圓山議員、副委員長に３番植田議員を正副委員長に選任し

たいと思いますが、ご異議ございませんか。

(｢異議なし｣の声あり)

異議なしと認めます。

そうしますと、以上お二人がが正副委員長に選任されました。

々 以上で、本日の本会議の議事日程は、すべて終了致しました。

（ ）午前１１時０５分

この会議録は、川本町議会事務局長 鈩 英 俊 が記載したもので、その内容

において、正確である旨を証するためここに署名をする。

川本町議会議長

川本町議会議員

川本町議会議員


